	ＭＯＢＩＯものづくり支援アクションプラン




【５戦略、1５アクション、3６事業でものづくり中小企業をサポート】
「未来競争力、大阪から　～匠の力が世界を変える～」
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	１．大阪府のものづくり支援の方向性
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	２．MOBIOの目指すべき方向性　～　ビジョン
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ものづくりナンバーワン・オンリーワン

企業を３年間で倍増

（大阪の元気！ものづくり企業」を400社に）

「売れる製品」づくりを支援

ＭＯＢＩＯ

（ものづくりビジネスセンター大阪）

（ものづくりのビジネス・パートナー）

顧客管理システムにより支援状況を一元管理

・ 個別企業への派遣・巡回指導等に

よる技術支援

・ 定期的に利用明細を送付し、利用

者満足度や新たなニーズを調査

● ワンストップ・サービス

・ものづくり支援課のMOBIO移転による強

化

・企業担当制の導入（３０社／人）

府立産業技術総合研究所

（ものづくりのテクノ・パートナー）

● 支援ネットワーク

・互いに弱い分野を補完

・試験機器の開放

公設試験研究機関

(地独)大阪市立工業研究所

(独)産業技術総合研究所 他

● 技術移転

・次世代・先端技術の講習

・共同研究

● 人材育成

・中小企業技術者の理論・

解析能力養成

● 情報交流・機器開放

・産技研等を通じた中小企

業との情報交流

・研究機器の開放

府立大学

他

包括連携協定

● 新製品開発等に向けた

技術支援

・基盤技術の高度化と技術の信頼

性実証を支援

目標管理

研究員１人当たりの行動目標を設

定し、マニフェストとして公表 （2

月）

（派遣・巡回指導件数、相談件数、

依頼試験件数、開放機器利用件数

等）

● 販路開拓支援

（ものづくりB2Bセン

ター)

・金融機関と連携し、国内

外の引合情報を中小企業

に紹介し、商談につなげ

る

・下請中小企業への取引

あっせん

● 常設展示場

・専任担当者を導入し、

ニーズに応じたプロモー

ションを展開

販路開拓支援機能

●

産学・産産連

携による新た

なイノベｰショ

ンの創出

●助成金の活用

●産学の技術シー

ズを活用した

新たなイノ

ベーションの

創出（知財の

活用）

技術支援機能 技術支援機能

パートナー機能

包括連携協定

情報

共有

中小企業


· 「知　る」情報の収集と企業向けの発信を強化

· 「や　る」様々なステージで、場面で、支援を展開

· 「集まる」ものづくり中小企業と企業・支援拠点・支援人材の交流機会　

を創出
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	３．変革と挑戦を支援するための５つの戦略
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	３－１．戦略１：交流と情報発信で変革・挑戦意欲を喚起


【目標】

　・ＭＯＢＩＯの施設機能と府・関係機関のコーディネート力を動員して、経営や技術の革新に挑む意欲の喚起や企業間連携の苗床となる中小企業の交流機会を創出

　・支援拠点、支援人材の集まる交流機会を創出

　・中小企業向け情報を収集し、また、取り組みを発信し、変革と挑戦マインドを喚起

■アクション１：ものづくりに関わる多様な企業や機関との出会いの場を提供
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双方向支援

（ハード・ソフト）

サポーターが集まる

発信


■アクション２：視察者の受け入れを通じて、大阪のものづくりをPR


■アクション３：情報受発信の強化


【評価指標】

　・各取り組みでの企業等の参加・利用の状況
　・関係したプロジェクトの内容及び件数

　・ネットワーク形成の状況

	３－２．戦略２：ものづくりのビジネスマッチングを支援


【目標】　

　・国内外に向けた大阪のものづくり中小企業プロモーションと、ビジネスチャンス（国内外とのマッチング機会）の提供

　・産業構造や取引関係の変化に対応できる新たな企業態様への創出、育成

　・外部のリソースと連携して、マッチング案件に対し徹底的にフォロー

■アクション４：引き合い情報の収集・発掘活動とプロモーションの推進


■アクション５：新産業分野への進出、新技術の創出につながるマッチング機会の提供


■アクション６：モジュール化した水平分業型へ転換する産業構造に対応可能な企業グループ等の創出と育成


■アクション７：コーディネート機能の強化

【評価指標】

　・各取り組みでの企業の参加・利用の状況　　

・関係したプロジェクトの内容及び件数　　・ネットワーク形成の状況

	３－３．戦略３：ものづくりの技術革新を支援 


【目標】

　・情報発信と技術交流を通じ、中小企業の技術・研究開発意欲を喚起

　・府立産業技術総合研究所との連携や産・学の連携プロジェクトを通じて
中小企業の技術高度化と事業化を支援

■アクション８：企業・支援機関との双方向ネットワークの強化

■アクション９：産学官交流の環境整備と仕掛けづくり

■アクション１０：産学連携等プロジェクトの創出・支援

【評価指標】

　・各取り組みでの企業の参加・利用の状況　　　

・関係したプロジェクトの内容及び件数

　・ネットワーク形成の状況

	３－４．戦略４：中小企業のデザイン戦略を支援


【目標】

　・大阪府産業デザインセンターと連携し、府内中小企業のデザイン導入・活用を促進し、ユーザーのニーズを踏まえた商品やサービスの高付加価値化によるビジネスの高度化を図ることにより、中小企業の競争力を高める。
■アクション１１：中小企業のデザイン戦略を支援

【評価指標】

　・各取り組みでの企業の参加・利用の状況　　　

・関係したプロジェクトの内容及び件数

　・ネットワーク形成の状況

	３－５．戦略５：中小企業の知的財産戦略を支援


【目標】

　・府知財戦略指針（平成22年11月改定）に基づき、最適な知的財産の
「生み出し方・守り方・活かし方」を実践して競争力を強化する企業を増やす取り組みの推進

　・支援対象を明確（①知財戦略実践企業　②知財戦略の実践を目指す企業　

③その他の企業）にし、ＭＯＢＩＯを拠点に知財支援機関との連携・ネットワークを構築　

■アクション１２：成功例の啓発と知財先進都市のイメージづくり

■アクション１３：専門家集団の活用・連携強化

■アクション１４：海外進出の際の支援

■アクション１５：知財相談窓口の設置


【評価指標】

　・各取り組みでの企業の参加・利用の状況

・関係したプロジェクトの内容及び件数

　・ネットワーク形成の状況
	４．アクションプランを推進する体制


■体制整備の目標

・アクションプランを実施するには、MOBIOが産学官ネットワークの中核として、対ものづくり企業との結節点として機能する必要がある。それを担う組織として、MOBIOをIMO化。

・ものづくり集積を活性化して新たな技術・製品開発プロジェクトの創出と発信をミッションとして展開。
・産官学＋新たな公共が一体となって、ものづくり活性化活動を推進。
※「新たな公共」：ものづくり活性化を担う地域の活動主体。フォーマル、インフォーマルを問わず活動そのものに着目する。

■プランの評価体制

・MOBIO活性化委員会を引き続き設置し、プランの評価を行う。

・平成23年度以降に事業の一部を担う新たな運営事業者の事業評価についても、同委員会が実施する。

■プランの実施工程
・プランの実施年度は、新たに着手するすべての事項において、平成23年度から実施するものとする。



＜策定の趣旨＞


　今後１０年間の成長目標を掲げ、それを実現するための短期・中期（３から５年）の具体的取組方向を明示


＜大阪・関西が目指すべき方向性＞


ハイエンド都市（価値創造都市）


中継都市（アジアと日本各地の結節点）


＜成長の源泉＞


　・強みを生かす産業・技術の強化


　　→ハイエンドなものづくりの推進


　　　・MOBIOでのプロジェクト創出支援のための支援の最適化


　　　・新しい公共も含む産学官ネットワークの組織化（IMO化）等





大阪の成長戦略（H22.12.28)








＜ものづくり中小企業の皆さんへ＞


・変革と挑戦！


急成長するアジアを中心とする新興国。日本の相対的な地位は低下。要因の一つはグローバル化への対応の遅れ。このピンチをチャンスに、大胆に「変革」し、新たな分野や市場に「挑戦」を。


・強みを再認識。技術を活かして新たな分野に！


自らの強みを点検し、再認識する。自立自尊の気概、匠の精神で、付加価値を高める。変化を恐れず新たな分野に果敢に挑戦を。


・世界へ、アジアへ、打って出ましょう！


生き残りをかけ、世界へ、アジアへ打って出る。思い切って、飛び出してみませんか。 











知事メッセージ（Ｈ22.12）








大阪のものづくり中小企業の技術開発、販路開拓の総合マッチング・センター


「ものづくりのビジネス・パートナー」





定評のある企業紹介業務に加え、技術、経営相談などのコンサル型サービスで訪問・巡回や企業の成長ステージに応じたサービスを双方向に提供する　～双方向企業コミュニケーションの実践場


ものづくり中小企業と大手、大学、異業種など様々な主体との交流・マッチング機能を強化


パブリシティ戦略を構築しＰＲを強化


新たな展開の方向性に相応しい運営体制を再構築








�





ＭＯＢＩＯの役割〔部内資料〕（平成２２年度）





ものづくり中小企業の自律的な「変革と挑戦」を支援する拠点へ





～MOBIOは、企業の変革と挑戦に向けた「知る、やる、集まる」を徹底的に支援











双方向な施設・サービスを積極的に展開し、それを媒介に、企業や企業をサポートする人材が集まる施設へ





戦略１：交流と情報発信で変革・挑戦意欲を喚起


・ＭＯＢＩＯの施設機能と府・関係機関のコーディネート力を動員して、経営や技術の革新に挑む意欲の喚起や企業間連携の苗床となる中小企業の交流機会を創出


・支援拠点、支援人材の集まる交流機会を創出


・中小企業向けの情報や企業自身の取り組みを発信し、変革と挑戦マインドを喚起





戦略２：ものづくりのビジネスマッチングを支援


・国内外に向けた大阪のものづくり中小企業プロモーションとビジネスチャンスの提供


・産業構造や取引関係の変化に対応できる新たな企業態様への創出、育成


・国、産業支援機関・団体、大学や公設試等の研究機関、金融機関など外部のリソー


スと連携して、マッチング案件に対し徹底的にフォロー





戦略３：ものづくりの技術革新を推進


・情報発信と技術交流を通じ、中小企業の技術・研究開発意欲を喚起


・産・学の連携プロジェクトを通じて、中小企業の技術高度化と事業化を支援





戦略４：中小企業のデザイン戦略を支援


・府デザインセンターと連携し、府内中小企業のデザイン導入と活用を促進し、ユー


ザーのニーズを踏まえた商品やサービスの高付加価値化によるビジネスの高度化を


図ることにより、中小企業の競争力を高める。





戦略５：中小企業の知的財産戦略を支援


・大阪府知的財産戦略指針に基づき、最適な知的財産の生み出し方・守り方・活かし方を


実践して競争力を強化する企業を増やす取り組みを推進


・支援対象を明確化し、ＭＯＢＩＯを拠点に知財支援機関との連携・ネットワークを構築


して実施　





MOBIOは、５つの戦略を柱に、


ものづくり中小企業の変革と挑戦を支援！





◆ものづくり中小企業に向け、同業種、異業種、支援機関、大学など多様な人や機関との交流の場を創出





◆国内・国外の常設展示場視察者の積極的な受入を推進


◆産業観光の取り組みと連携して「大阪のものづくり」を情報発信【新】


◆アートなど文化系事業と連携してのPR【新】








◆MOBIO情報受発信事業の民営化によるホームページのリニューアルなどWeb上の情報発信頻度の向上【新】


◆ブログや新たなソーシャルメディアの活用による情報発信を強化


◆企業、地域、支援機関参加型の「大阪のものづくり」情報誌の発行【新】








◆国内外への営業・プロモーション活動の推進


◆取引あっせん事業での発注企業開拓


◆顕彰制度等を活用した「変革と挑戦」機運の醸成








◆大手企業等との研究開発型マッチング商談会等の開催





◆共同受注グループや試作ネットワークのPR、交流の場の設定【新】


◆企業グループ立ち上げPJやグループ独自の技術


　開発等に対する助成








◆海外販路支援に向け、IBO・BMCのコーディネーターを配置【新】


◆MOBIO＋その他支援ネットワークの連携強化


◆MOBIO関連コーディネーターの連携会議の設置【新】


◆企業間マッチングに長けた人材の確保と養成【新】











◆大阪ものづくりイノベーションネットワークを、MOBIO実施事業全てに跨る基盤的ネットワークとして発展改組


◆府内ものづくり企業集積地域の支援機関との相互事業協力など連携強化





◆ＩＴ活用等による、産学連携支援機関の拡大や情報提供機能の強化


◆支援機関と連携した技術交流の推進





◆中小企業の技術高度化プロジェクトの立上げ助成と事業化支援


◆大学等研究機関による産学連携プロジェクトの創出支援【新】


◆産学連携プロジェクト支援機能の強化【新】


◆異業種による新技術・新製品の創出を支援するためのグループ化支援【新】





◆中小企業経営者へデザインの重要性、経営効果、導入方法、成功事例等を普及啓発


◆中小企業とデザイナーとのビジネスマッチング支援、高付加価値化商品の開発支援





◆知財活用企業の実践例と話題性を発信し、「知財活用の伝道師」として啓発に取組む企業の顕彰制度を創設【新】


◆府内企業の知財活動の実態を明らかにするため、調査を実施 【新】








◆知財戦略の実践を目指す企業に対し、外部人材である専門家集団（弁理士会、弁護士会、発明協会、公設試、大学等）の活用を促進【新】


◆知財に関する専門家集団のネットワークを構築し、交流・連携を強化【新】





◆国際競争力の強化のため、外国出願に関する費用の助成を実施【新】





◆出願かノウハウか判断できる情報提供、相談の実施【新】


◆ＭＯＢＩＯでの新たな知財の相談窓口機能の設置【新】





IMOとは「Innovation-Project Management Organization」の略で、造語。


ものづくりに関する個別のプロジェクト・案件処理を通じて、様々な機関と連携し解決するプロセスをマネジメントする「ものづくりのソリューション」を提供する組織。


中心市街地活性化における「TMO」的な、ものづくり活性化の中核的支援機関をイメージ。
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